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論 文 要 旨

本研究は、日タイ大学間交流の現状や課題を把握し、タイ側からの目線で、今後の大学間

交流への提言を行うことを目的としている。研究を行っていく段階として、文献調査、イン

タビュー調査、アンケート調査の3つを行い、その調査結果から、日タイ大学間交流を更に

活発化していこうと考えた場合、日タイの大学が行うべき施策を下記に挙げる。まず、日本

の大学が行うべき施策であるが、1 博士課程に留学を希望するタイ人学生の積極的招致、2

タイの地方大学との交流、3 中⻑期のプログラムの拡充となる。続いて、タイの⼤学が⾏う

べき施策とは、1 短期プログラムの拡充、2 協定数の整理となる。最後に、日タイの大学が

協力して行うべき施策であるが、1 職員交流の拡充、2 広報活動の強化、3 外部資金獲得と

なる。

本調査から、日タイ大学間交流の現状、課題が見えてきた。日タイの大学として、両国間

の大学間交流を重視する大学も数多くある。また、タイだけでなく、アセアン各国との大学

間交流も今後は活性化してくることが考えられるが、留学希望者の考えや要望も多様化し

てきていることから、日本の大学としても、様々なプログラムを準備し、受入れ体制を整え

ていかなければならない。そういったプログラムの企画、運営、管理を行うことができる人

材育成も必要だ。教員の共同研究、職員交流、学生教育のための交流など、あらゆるレベル

での包括的な交流を推進していくことが、様々な課題を克服し、継続性のある、裾野の広い

活動へと繋がっていく。日本の大学のみならず、欧米やアジア各国の大学も、大学間交流に

おいて、様々なプログラムを開発し、積極的に行動を起こしている。また、中所得国の罠と

いう状況から脱出を図る東南アジア諸国、資源供給国から技術立国への脱皮を図る中東各

国や中央アジア各国、今後大きな経済発展が見込めるアフリカ諸国など、今後、日本との交

流拡⼤が⾒込まれる国々との連携も強化していかなければならない。⺟国では得ることが

できない経験、教育を留学生は望んでいる。日本の大学としても、このような国々の人材育

成に寄与するために行動を起こしていく必要があるだろう。本研究は、タイ人の目線で日タ

イの大学間交流の現状を知るという意味で意義のある研究であったと考える。しかし、イン

タビュー調査やアンケート調査の数には限界があり、本調査からは見つけることができな

かった課題や意見も多数あることだろう。また、アンケー ト調査の対象者や交流の分野を

変えるなどして、本研究とは違った視点で調査を行うことも可能である。今後も日タイの大

学間交流に関する様々な事例に注目し、調査研究を行っていきたいと考える。

以下、１.研究の目的、2.研究の独自性、3.研究の意義、４.研究の方法である。

1. 研究の目的： 本研究は、タイの大学へのインタビュー調査や、タイ人学生へのアンケー

ト調査を通し、日本とタイの大学間交流活動の現状や課題を明らかにし、また、実際に

交流活動に参加しているタイ人学生が、交流活動に対して、どういった考えや期待、問
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題を抱えているのかを把握することである。今回の調査結果から、今後の日タイ両国の

大学間交流活動への提言をまとめることにより、日タイ大学間の相互理解が進み、大学

間交流の裾野を広げていくことを目的とする。

2. 研究の独自性： 日本留学の問題点などに対して、受入れ国である日本側の立場で議論

されることが多く、送り出し国側から見た日本留学という視点については、あまり議論

されていないという指摘がある。そういった指摘に対し、本研究では、タイでのインタ

ビュー調査、アンケート調査を元に、タイ人の目線から見た日タイ大学間交流の現状と

課題を把握することを試みる。タイ側の意見を踏まえた上で、両国の大学間交流への提

言を行うということは新しい視点と言える。

3. 研究の意義： 本研究の成果によって、より多くの日本の高等教育関係者がタイ側の考え

を知る機会となり、相互の理解がさらに深まっていくことを期待する。また、両国の大

学間の情報共有が進み、更に活発な交流の発展に寄与することを望む。本研究が両国の

人的交流の裾野を広げる一助になることができると考える。

4. 研究の方法： 本研究の方法であるが、文献調査、インタビュー調査、アンケート調査の

3つを柱として研究を進めていく。文献調査であるが、日タイ両国の高等教育政策や留学

生政策に関する資料や文部科学省の調査をもとに、両国の人的交流の歴史や交流実績の

具体的数字を把握する。インタビュー調査は、タイの7つの大学に対して、半構造化イン

タビューの手法を用い、日タイ大学間交流活動の実態や課題をタイの大学の目線で把握

することを目的として実施する。アンケート調査であるが、日本の大学に所属している

タイ人学生とタイの大学に所属しているタイ人学生の両方を対象とし、日タイ大学間の

学生交流活動に関するアンケート調査を行う。タイ人学生が、日本への交換留学や日本

人学生との交流活動についてどういった考えを持ち、課題を抱えているのかを調査し、

タイ人学生の学生交流活動に関するニーズを探ることを目的とする。

論文審査要旨

論文の水準:①その分野の現在の研究水準に達しているか、②将来、自立して研究活動が

できる研究能力を示しているか。

① 留学生の実態や留学生政策に関しては、これまでも多くの研究がなされてきた。タイ

の留学生に関しても、モノグラフ的研究論文は複数刊行されている。しかし、本研究のよう

な歴史、政策分析、統計、アンケート調査を用いた複数のアプローチからする包括的な研究

はない。この点で、本研究は高く評価される。

歴史と政策分析と統計分析は、先行研究を吟味し、丁寧に分析がなされている。アンケー

ト調査は、タイの大学にいるタイ人学生と日本の大学いるタイ人学生の 2 つの調査がなさ

れている点も、複眼的なアプローチとして評価できる。ただし、コロナウィルスの問題で、
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日本の大学にいるタイ人学生ついて、十分なサンプル数を確保できず２つの調査について

同じ方法で分析できなかった点は惜しまれるが、その点を考慮しても現在のこの分野の研

究水準を十分超えていると評価できる。

② 本研究が示した先行研究の文献や政策文書、統計資料の分析能力や、多変量解析を用

いた調査の統計分析の能力は、著者が将来自立して研究活動ができることを十分に示して

いる。著者は既に日本語論文だけでなく、タイ語論文も刊行しており、さらに日本及びタイ

において、この分野での研究の進捗が期待される。

口頭審査要旨

口頭審査では、以下の４視点で、当該研究の具体的プロセスを中心に、審査を行った。結

果は、以下の通りである

1.オリジナリティ 2.研究領域への

貢献

3.論理的一貫性 4.文章や図表類の

明快さ

評価：期待水準を

満たしている

評価：期待水準を

満たしている

評価：期待水準を

満たしている

評価：期待水準を

満たしている

本研究の主な目的は達成されている。作業で使用された方法論は適切である。タイで勉強

しているタイ人学生やすでに日本で勉強している学生からの調査回答から収集されたデー

タも十分で適切である。さらに、この研究は、著者がタイと日本の両方での国際教育活動に

関する彼の仕事の経験から得たいくつかの洞察も結合している。すべての貢献は確かな理

論的根拠に基づいており、徹底的な評価を通じて証明されている。この研究は、教育機関が

タイと日本の留学生と交換留学生の数を増やすための戦略を立てるのに役立つ。結論とし

て、論文はよく提示され、よく整理されている。それは博士課程での期待される水準を満た

している。著者は、確かな研究プロセスを実行し、信頼できる結果を達成する彼の能力を証

明した。

日本からタイへの留学や国際交流に関する情報は多いが、タイから日本への留学や国際

交流については、未知のことが多く、その意味ではこの研究はかなり貴重である。特に、タ

イから日本に留学する学生たちの個人レベルの目的や実態を、大学レベル、国家レベルのコ

ンテクストの中で開設し、その上で、今後の交流モデルを提示しているのは価値が高い。今

後は、文系や理系の相違に応じた細かい交流モデルも期待できるので、継続的な研究を期待

したい。


